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（
要
約
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平
成
二
五
年
度
秋
田
県
消
防
功
労

者
表
彰
式
は
秋
田
県
及
び
公
益
財
団

法
人
秋
田
県
消
防
協
会
の
共
催
に
よ

り
、
三
月
一
四
日
（
金
）
午
後
一
時
か

ら
、
秋
田
県
庁
第
二
庁
舎
（
秋
田
市

山
王
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
に
は
、
受
章
者
な
ど
一
五
〇
人

が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
式
典
は
、
最
初
に
堀
井
啓
一
秋
田

県
副
知
事
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
消

防
庁
長
官
表
彰
と
し
て
、
永
年
勤
続

功
労
章
や
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰

事
業
所
表
彰
、
ま
た
、
消
防
庁
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
証
の
伝
達
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
日
本
消
防
協
会
定
例

表
彰
と
し
て
、
竿
頭
綬
、
功
績
章
、

精
績
章
が
そ
れ
ぞ
れ
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。                     

　
続
い
て
、
中
田
潤
秋
田
県
消
防
協

会
長
の
挨
拶
、
来
賓
を
代
表
し
て
能

登
祐
一
秋
田
県
議
会
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
最
後
に
受
章
者
を
代
表
し
て

菊
池
二
郎
・
横
手
市
大
森
消
防
団
副

団
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

      

　
日
ご
ろ
皆
様
に
は
、
火
災
を
は
じ
め
災

害
か
ら
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

昼
夜
を
分
か
た
ず
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

　
受
章
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
支
え
て

こ
ら
れ
た
ご
家
族
や
関
係
者
の
方
々
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
災
害
か
ら
住
民
を
守
り
、
地
域
の
安
全

安
心
の
確
保
を
図
る
こ
と
は
、
行
政
の
最

重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
住
民
・
地
域
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
消
防
・
防
災
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
重
要
で

あ
り
ま
す
。                         

　
こ
の
た
め
県
で
は
、「
秋
田
県
地
域
防

災
計
画
」
の
今
月
中
の
策
定
に
向
け
て
、

最
終
的
な
詰
め
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
広
く
県
民
に
防
災
知
識
を
身
に
付
け

て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
一
〇
月
に
運
用

を
開
始
し
た
地
震
体
験
車
や
、
今
月
一
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
防
災
学
習
館
の
活
用
を

呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
、
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
、
引
き

続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
結
び
に
、
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す

方
々
に
は
、
今
後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

豊
か
な
知
識
と
経
験
を
消
防
組
織
の
更
な

る
発
展
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と

も
に
、
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
を
図
る

た
め
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

      

　
栄
え
あ
る
受
章
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
あ
の
大
震
災
に
お
け
る
消
防
職
・

団
員
の
懸
命
な
活
動
は
、
国
の
内
外
か
ら

高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
多
く
の
殉
職
者
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
誠
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
決
し
て
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
大
震
災
の
体
験
を
教
訓

と
し
て
、
消
防
体
制
の
整
備
を
更
に
進
め

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
一
方
、
県
内
の
災
害
の
発
生
状
況
を
み

ま
す
と
、
火
災
は
も
と
よ
り
、
昨
年
八
月

秋
田
県
副
知
事
　 

　
堀
　
井
　
啓
　
一 

公
益
財
団
法
人 

秋
田
県
消
防
協
会
長 

　
中
　
田
　
　
　
潤 

挨 

拶
（
要
約
） 

（１）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成26年４月15日（毎月１回15日発行） №722



№722（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成26年４月15日（毎月１回15日発行）（２）

 の
記
録
的
な
大
雨
や
こ
こ
数
年
の
豪
雪
な

ど
自
然
災
害
の
脅
威
も
依
然
と
し
て
続
い

て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
民
の
消
防
防
災
に

対
す
る
関
心
・
期
待
は
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
消
防
本
部
、
消
防
団
の
任
務
・
役
割

は
益
々
大
き
く
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
消
防
人
は
、
県
民
の
安
心
・
安

全
確
保
と
い
う
強
い
願
い
に
応
え
て
い
く

た
め
、
一
層
高
い
士
気
の
下
に
訓
練
を
重

ね
、
地
域
と
の
連
携
を
更
に
深
め
、
よ
り

強
靱
な
体
制
を
構
築
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
立
ち
向
か
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。 

　
本
日
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
消
防
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
、
ご

支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

B功　労　章（１名） 

 由利本荘市消防団 団　　　長 周　防　彦　宗  

 

B永年勤続功労章（76名） 

 横手市消防本部 消　防　監 伊　藤　弘　明 由利本荘市消防本部 消　防　監 佐々木　輝　一 

 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 佐　藤　敏　彦 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 田　口　智　大 

 由利本荘市消防本部 消防司令長 板　垣　義　紀 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 大　澤　善　樹 

 秋田市消防本部 消防司令長 鎌　田　千　尋 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 菊　地　重　男 

 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 熊　谷　宏　美 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 斉　藤　英　一 

 横手市消防本部 消防司令長 東海林　俊　一 湖東地区行政一部事務組合消防本部 消防司令長 菅　原　良　己 

 秋田市消防本部 消防司令長 寺　山　　　香 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消防司令長 登　藤　誠　一 

 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 西　成　一　慶 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 沼　倉　　　亘 

 由利本荘市消防本部 消防司令長 三　浦　常　男 北秋田市消防本部 消 防 司 令 笹　代　初　生 

 にかほ市消防本部 消 防 司 令 須　藤　忠　男 鹿角広域行政組合消防本部 消 防 司 令 米　田　　　均 

 大館市消防本部 消 防 司 令 渡　邊　暢　一 仙北市消防団 副　団　長 荒木田　俊　一 

 湯沢市消防団 副　団　長 加　藤　久　男 横手市大森消防団 副　団　長 菊　池　二　郎 

 横手市平鹿消防団 副　団　長 国　安　孝　夫 北秋田市消防団 副　団　長 杉　渕　一　弘 

 横手市山内消防団 副　団　長 高 橋 弥左エ門 秋田市消防団 分　団　長 池　田　秀　勝 

 大館市消防団 分　団　長 小笠原　勇　一 北秋田市消防団 分　団　長 加　賀　　　昇 

 能代市消防団 分　団　長 笠　井　康　成 潟上市消防団 分　団　長 川　上　　　誠 

 横手市雄物川消防団 分　団　長 児　玉　悦　朗 五城目町消防団 分　団　長 小　玉　多智美 

 三種町消防団 分　団　長 小　玉　廣　司 横手市十文字消防団 分　団　長 近　　　勝　彦 

 八郎潟町消防団 分　団　長  大館市消防団 分　団　長 斎　藤　義　信 

消 防 庁 長 官 表 彰 消 防 庁 長 官 表 彰 消 防 庁 長 官 表 彰 

日本消防協会長表彰 日本消防協会長表彰 

消 防 庁 表 示 証  消 防 庁 表 示 証  

消防庁表示証伝達 

消防団等地域活動表彰伝達 

受章者代表謝辞 日本消防協会竿頭綬伝達 
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て 

特
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研
修
に
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加
し
て 

 大仙市消防団 分　団　長 佐　川　良　一 大仙市消防団 分　団　長 佐々木　清　行 

 大仙市消防団 分　団　長 佐々木　勇　治 秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　明　雄 

 由利本荘市消防団 分　団　長 佐　藤　治　円 大潟村消防団 分　団　長 佐　藤　壽　作 

 大仙市消防団 分　団　長 佐　藤　聖　臣 湯沢市消防団 分　団　長 菅　　　義　照 

 秋田市消防団 分　団　長 杉　山　竹　義 秋田市消防団 分　団　長 須　磨　良　郎 

 潟上市消防団 分　団　長 田　仲　一　人 鹿角市消防団 分　団　長 田　原　淳　二 

 横手市横手消防団 分　団　長　 津　川　吉　男 美郷町消防団 分　団　長 照　井　正　明 

 能代市消防団 分　団　長 七　尾　辰　美 美郷町消防団 分　団　長 畑　山　源太郎 

 大館市消防団 分　団　長 畠　山　　　弘 仙北市消防団 分　団　長 林　崎　　　久 

 大館市消防団 分　団　長 日　景　　　賢 能代市消防団 分　団　長 平　澤　幸　夫 

 大仙市消防団 分　団　長 藤　井　辰　雄 仙北市消防団 分　団　長 藤　島　絹　雄 

 羽後町消防団 分　団　長 藤　原　宣　一 由利本荘市消防団 分　団　長 藤　原　正　利 

 秋田市消防団 分　団　長 保　坂　勝　実 八峰町消防団 分　団　長 本　多　金　雄 

 井川町消防団 分　団　長 三　浦　公　⢪ 男鹿市消防団 分　団　長 目　黒　政　彦 

 大仙市消防団 分　団　長 茂　木　勘之丞 上小阿仁村消防団 分　団　長 山　形　武　夫 

 仙北市消防団 分　団　長 山　手　善　美 北秋田市消防団 分　団　長 吉　田　竹　雄 

 男鹿市消防団 分　団　長 吉　田　陽　一 大仙市消防団 副 分 団 長 池　田　正　孝 

 大仙市消防団 副 分 団 長 加　藤　俊　作 大仙市消防団 副 分 団 長 佐　藤　　　猛 

 横手市増田消防団 副 分 団 長 佐　藤　富　男 小坂町消防団 班　　　長 久　保　光　市 

 

B竿　頭　綬（１消防機関） 

 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部・仙北市消防団 

 

B消防団等地域活動表彰（事業所表彰）（１事業所） 

 鹿角市　　ハタリキ 株式会社  

 
 

 

 

 

B消防団協力事業所表示証（５事業所） 

 にかほ市　コマツ建設  株式会社 鹿 角 市　株式会社 石川組 大 仙 市　高吉建設  株式会社 

 男 鹿 市　有限会社 グリーンサポート男鹿 横 手 市　伊藤建設工業 株式会社   

 

B特別表彰まとい（１団） 大仙市消防団       

B表　彰　旗（１団） 由利本荘市消防団                                                        

 

B竿　頭　綬（３団） 五城目町消防団　　　美郷町消防団　　　横手市山内消防団  

 

B功　績　章（20名）  

 小坂町消防団 分　団　長 澤　田　　　勤 大館市消防団 副　団　長 成　田　健　直

 大館市消防本部 消　防　監 渡　部　　　明 大館市消防団 分　団　長 奥　村　牧　子 

 三種町消防団 団　　　長 金　子　忠　夫 能代市消防団 分　団　長 佐々木　光　夫 

 男鹿市消防団 団　　　長 鈴　木　　　清 井川町消防団 団　　　長 遠　間　富　和 

 秋田市消防団 分　団　長 菅　原　　　茂 秋田市消防団 分　団　長 竹　内　勇　三 

 由利本荘市消防団 副　団　長 石　綿　喜代⫉ 由利本荘市消防団 副　団　長 佐々木　勝　美 

 大仙市消防団 分　団　長 佐　藤　芳　男 仙北市消防団 副　団　長 佐々木　久　悦 

 美郷町消防団 副　団　長 高　橋　英　喜 横手市増田消防団 副　団　長 大　類　良　一 

 横手市十文字消防団 副　団　長 大　山　晴　美 横手市増田消防団 副　団　長 平良木　　　保 

 湯沢市消防団 分　団　長 佐　藤　忠　藏 湯沢市消防団 分　団　長 佐　藤　孝　吉 

消 防 庁 長 官 表 彰 消 防 庁 長 官 表 彰 

日本消防協会長表彰 日本消防協会長表彰 日本消防協会長表彰 

消 防 庁 表 示 証  消 防 庁 表 示 証  消 防 庁 表 示 証  

（３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成26年４月15日（毎月１回15日発行） №722



 B精　績　章（46名） 

 鹿角市消防団 副　団　長 青　澤　尚　人 小坂町消防団 分　団　長 木　村　慶　英 

 北秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　昭　夫 北秋田市消防団 分　団　長 加　賀　　　昇 

 上小阿仁村消防団 分　団　長 伊　藤　勝　義 北秋田市消防本部 消 防 司 令 成　田　忠　男 

 大館市消防本部 消 防 司 令 渡　邊　暢　一 大館市消防団 分　団　長 佐　藤　今　子 

 八峰町消防団 副　団　長 佐々木　　　⫉ 能代市消防団 分　団　長 笠　井　康　成 

 能代市消防団 分　団　長 平　澤　幸　夫 藤里町消防団 副 分 団 長 石　川　安　信 

 男鹿市消防団 分　団　長 鎌　田　　　満 潟上市消防団 副　団　長 ⠷　橋　寛　儀 

 潟上市消防団 分　団　長 田　仲　一　人 五城目町消防団 分　団　長 小　玉　多智美 

 井川町消防団 分　団　長 三　浦　公　⢪ 秋田市消防本部 消 防 司 令 佐々木　康　夫 

 秋田市消防本部 消防司令長 三　浦　直　志 秋田市消防本部 消防司令長 保　坂　重　彦 

 秋田市消防団 分　団　長 山　内　⫉　一 秋田市消防団 分　団　長 加　藤　岩　彦 

 由利本荘市消防団 分　団　長 佐々木　千　秋 由利本荘市消防団 分　団　長 木　内　健　悟 

 由利本荘市消防団 副 分 団 長 高　橋　春　雄 由利本荘市消防団 部　　　長 茂　木　和　也 

 にかほ市消防団 副　団　長 今　野　弘　喜 にかほ市消防団 分　団　長 横　山　　　功 

 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 小田原　　　博 美郷町消防団 団　　　長 ⠷　橋　正　尚 

 仙北市消防団 副　団　長 ⠷　橋　博　紀 大仙市消防団 副　団　長 伊　藤　金　夫 

 大仙市消防団 副　団　長 小田嶋　俊　一 横手市消防本部 消防司令長 佐　藤　公　晴 

 横手市消防本部 消防司令長 小　西　隆　悦 横手市増田消防団 分　団　長 松　井　大　作

 横手市増田消防団 分　団　長 高　橋　勇　三 横手市増田消防団 分　団　長 川　崎　　　明 

 横手市平鹿消防団　 分　団　長 佐々木　利　廣 横手市大森消防団 分　団　長 阿　部　幸　悦 

 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 沼　倉　　　亘 湯沢市消防団 副 分 団 長 栗　田　俊　弘 

 東成瀬村消防団 分　団　長 冨　田　富　男 羽後町消防団 分　団　長 武　田　継　夫 

 湯沢市消防団 分　団　長 佐　藤　久　夫 湯沢市消防団 分　団　長 奥　山　優　一

　消防団・消防団員とは                        

　消防団は､ 消防本部や消防署と同様に市町村の消防機関の

一つです。                            

　消防団員は、本業を持ちながらも「自らの地域は自らで守

る」という郷土愛護の精神に基づいて、地域の安全・安心を

確保するために活動する非常勤特別職の地方公務員です。                  

　消防団員の減少で、地域防災力の低下が懸念    

　本県の消防団員数は、昭和31年には3万 6千人が在籍し

ていましたが、年々減少し続け、平成25年には半分を割り

込み、1万7,500人となりました。       

　地域の消防防災力の低下が懸念されています。  

　多くの方の消防団入団を期待                  

　消防団は、地域防災の中核的な存在で、地域の安全・安心

を確保するために大変重要な組織です。   

　一人でも多くの方に、消防団活動に参加いただけることを

期待しています。 

消防団員 
募  集 

地域の安心と安全を守るために、 
あなたにもできることがあります。 

№722（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成26年４月15日（毎月１回15日発行）（４）



　
秋
田
県
消
防
協
会
第
三
回
理
事
会
が

三
月
六
日
（
木
）
、
秋
田
市
の
「
イ
ヤ

タ
カ
」
で
開
催
さ
れ
、
平
成
二
六
年
度

事
業
計
画
や
収
支
予
算
な
ど
が
承
認
さ

れ
た
ほ
か
、
六
月
大
仙
市
で
開
催
さ
れ

る
秋
田
県
消
防
大
会
な
ど
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。 

秋
田
県
消
防
協
会 

平
成
二
六
年
度 

事
業
計
画
・
収
支
予
算 

　
　
　
　
　
承
認
さ
れ
る 

  　　　　　　　　事　業　項　目 　 実　施　時　期 

 第１　消防思想普及啓発事業                

 　１．火災予防運動の推進 年間 

 　２．防火ポスターコンクールの実施 平成26年11月     

 　３．殉職者慰霊に関する事業     

 　　(1) 秋田県消防殉職職・団員慰霊祭 平成26年8月26日        

 　　(2) 全国消防殉職者慰霊祭 平成26年9月11日      

 　４．広報紙の発行とホームページの開設 

 　　(1) 新聞「消防秋田」の発行 毎月1回(1,100部) 

 　　(2) ホームページでの情報提供 年間  

 第２　地域消防防災力向上推進事業   

 　１．消防団員の教養研修         

 　　(1) 現地教養研修の実施 年間           

 　　(2) 秋田県消防大会の開催 平成26年6月28日      

 　　(3) 各種研修会等への参加 

 　　　・女性消防団員教育 平成26年10月25日～26日           

 　　　・全国女性消防団員活性化ちば大会 平成26年11月14日 

 　　　・消防団員指導員研修 平成26年11月29日～30日         

 　　　・消防団幹部特別研修 平成27年1月13日～16日  

 　　　・消防団幹部候補中央特別研修(男性)  平成27年2月4日～6日 

 　　　・消防団幹部候補中央特別研修(女性)  平成27年2月18日～20日 

 　２．消防操法大会の開催          

 　　(1) 秋田県消防操法大会 平成26年9月4日 

 　　(2) 全国消防操法大会 平成26年11月8日 

 　３．消防団活動の活性化 

 　　(1) 女性消防団ネットワーク会議の開催 平成26年9月26日 

 　　(2) 消防団長研修 平成26年12月4日 

 第３　消防職団員福利厚生事業 年間 

 第４　消防互助会事業 年間 

 第５　会議の開催  

 　　(1) 評議員会 平成26年5月20日 

 　　(2) 理事会 年3回開催 

 　　(3) 監査 平成26年4月18日 

 　　(4) 消防互助会審議委員会 平成26年4月25日 

 　　(5) 支部事務担当者会議 平成26年6月6日 

平成26年度主な事業計画 

平成26年度収支予算 

　　　 勘定科目・主な事業費 予　算　額   

事業活動収入計 29,282,150 

　消防互助会掛金 5,682,000 

　事業収入 248,400 

　補助金等 12,197,000 

　負担金 5,096,000 

　年会費 5,853,000 

　その他収入 205,750 

事業活動支出計 32,536,000 

　火災予防運動の支部活動費 900,000 

　消防思想普及啓発費 2,530,000 

　秋田県消防大会費 930,000 

　女性消防団員研修費 232,000 

　秋田県消防操法大会費 1,092,000 

　支部消防操法大会助成費 900,000 

　全県消防団長研修会費 257,000 

　女性消防団ネットワーク会議費 362,000 

　消防互助会見舞金支出 3,000,000 

当期一般正味財産増減 △3,253,850 

一般正味財産期首残 113,268,123 

一般正味財産期末残 110,004,273 

基本財産 3,000,000 

（５）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成26年４月15日（毎月１回15日発行） №722

地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目１番24号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

山王セントラルビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　能代消防センター 

株式会社　協　　　　　立 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6494　 

（52）6361　 
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に
か
ほ
市
消
防
団 

団
長 

　
佐
々
木
　
護 

消
防
団
幹
部
特
別
研
修

　
日
本
消
防
協
会
が
主
催
す
る
第
四
〇
回

消
防
団
幹
部
特
別
研
修
及
び
第
一
三
回
消

防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
は
、
日
本

消
防
会
館
で
別
表
の
日
程
、
研
修
科
目
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
県
か
ら
参
加
し
た
五
名
の
受
講
者
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

　
日
本
消
防
会
館
に
て
、
平
成
二
六
年
一

月
一
四
日
か
ら
一
七
日
ま
で
の
四
日
間
開

催
さ
れ
ま
し
た
。                 

　
開
校
式
当
日
、
式
場
に
向
か
う
途
中
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
偶
然
秋
本
会
長
と
一
緒
に

な
り
、
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
非
常

に
感
激
致
し
ま
し
た
。
研
修
科
目
は
、
日

消
会
長
講
話
、
課
題
討
議
・
発
表
、
消
防

行
政
、
防
災
対
策
、
消
防
団
実
務
、
危
機

管
理
、
視
察
等
で
あ
り
、
全
国
の
精
鋭
四

六
人
と
共
に
有
意
義
な
研
修
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
研
修
の
メ
ー
ン
で
あ
る
課
題
討
議

は
四
つ
の
課
題
が
あ
り
、
私
は
「
消
防
団

員
の
確
保
対
策
」
の
第
四
班
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
地
域
で
も
、
過
疎
や
少
子
高
齢
化
に

伴
う
消
防
団
員
の
減
少
、
若
年
層
の
勤
務

体
制
と
意
識
の
変
化
、
地
域
社
会
で
の
理

解
不
足
等
に
よ
り
、
消
防
団
員
の
確
保
に

頭
を
悩
ま
せ
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
第
四
班
の
ま
と
め
と
し
て
、
こ
れ
に
対

す
る
特
効
薬
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
小

中
校
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
消
防
ク
ラ
ブ
の

導
入
等
に
よ
る
少
年
期
か
ら
の
教
育
、
団

員
の
地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
（
行

事
・
奉
仕
活
動
）
に
よ
る
社
会
に
対
す
る

消
防
団
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
商
店
会
の

協
力
に
よ
る
消
防
団
員
に
対
し
て
割
引
の

特
典
、
ま
た
勤
務
先
へ
の
理
解
と
協
力
の

依
頼
等
、
時
間
を
か
け
た
活
動
が
必
要
不

可
欠
な
事
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
全
国
の
消
防
団
幹
部
の
皆
様

と
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
、
今
後
の
消

防
団
活
動
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
報
告
と
し

ま
す
。 

        

　
今
回
こ
の
研
修
に
参
加
し
、
講
話
や
グ

ル
ー
プ
討
議
な
ど
を
通
じ
て
、
全
国
の
消

防
団
員
の
方
々
と
様
々
な
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
、大
変
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
討
議
の
テ
ー
マ
は
、

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
む
中
で
の
効
果

的
な
活
動
方
策
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
討

議
で
は
、
各
消
防
団
の
現
状
、
そ
の
活
動

な
ど
意
見
が
次
々
と
出
さ
れ
、
大
変
熱
い

討
議
と
な
り
ま
し
た
。               

　
今
後
は
、
こ
の
研
修
各
班
の
討
議
内
容

を
も
と
に
、
全
国
の
み
ん
な
と
情
報
交
換

し
な
が
ら
、
消
防
活
動
を
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

     

　
こ
の
研
修
に
参
加
し
、
他
県
の
方
々
と

の
交
流
が
で
き
大
変
良
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。             

　
こ
れ
か
ら
自
分
が
消
防
団
員
と
し
て
何

を
し
な
い
と
い
け
な
い
か
？
何
を
し
た
ら

良
い
の
か
？
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
全
国
そ
れ
ぞ
れ
災
害
の
種
類
は
違
う

と
思
い
ま
す
が
、
先
ず
自
分
の
住
ん
で
い

る
町
、
地
域
に
関
す
る
災
害
に
対
し
て
把

握
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
他
県
の
方
々
の
意
見
を
参
考
に

し
て
訓
練
の
仕
方
、
人
員
不
足
に
対
す
る

対
応
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

     

　
課
題
討
議
中
に
、
東
日
本
大
震
災
の
大

き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
の
団
員
が
話

し
た
「
震
災
後
、
団
員
は
皆
辞
め
た
い
と

言
っ
て
い
る
。
」
と
い
う
一
言
が
、
今
も

な
お
強
烈
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

北
秋
田
市
消
防
団 

班
長 

　
湊

　

健

作 

秋
田
市
消
防
団 

本
部
団
員 

　
加

藤

福

子

 

秋
田
市
消
防
団 

団
員 

　
佐

藤

祐

亘 

研 修 名 

 

開催月日 

 

参加者数 
 

 

 

研修科目 

幹部特別研修
 

 

平成26年1月14日(火)

～17日(金) 

47名 

（うち県から1名） 

日消会長講話 

課題討議・発表 

消防行政 

防災対策 

消防団実務 

危機管理　他 

幹部候補中央研修 

（男性団員の部） 

平成26年2月5日(水) 

～7日(金)  

138名 

（うち県から2名） 

日消会長講話 

課題討議・発表 

消防団運営 

活動事例 

 　 (東日本大震災) 

危機管理　他 

幹部候補中央研修 

（女性団員の部） 

平成26年2月12日(水) 

～14日(金) 

93名 

（うち県から2名） 

日消会長講話 

課題討議・発表 

消防団実務 

防災対策 

予防 

話し方講座　他 

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て 
特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て 
特
別
研
修
に
参
加
し
て 



消 防 庁 長 官 表 彰 消 防 庁 長 官 表 彰 

日本消防協会長表彰 日本消防協会長表彰 

消 防 庁 表 示 証  消 防 庁 表 示 証  

　
こ
の
時
、
私
は
絶
句
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
そ
の
状
況
の
中
、
班
長
が
入
団
の

動
機
は
何
か
と
、
班
員
皆
に
問
い
ま
し
た
。

私
は
、
三
十
歳
を
機
に
、
分
団
長
で
あ
る

父
か
ら
の
勧
め
も
あ
っ
て
志
願
し
ま
し
た

が
、
『
支
え
ら
れ
る
立
場
か
ら
、
支
え
る

側
に
な
ら
な
け
れ
ば
。
』
こ
の
思
い
が
、

入
団
し
た
理
由
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
原

点
だ
と
い
う
こ
と
を
今
回
の
研
修
に
参
加

し
確
信
し
ま
し
た
。 

　
団
員
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
啓

発
活
動
等
を
通
し
て
、
団
員
と
し
て
の
姿

勢
や
団
員
で
あ
る
意
義
を
若
い
世
代
に
伝

え
、団
員
減
少
の
歯
止
め
に
繋
が
れ
ば
と
、

熱
い
思
い
を
胸
に
抱
き
、
研
修
を
終
え
ま

し
た
。                 

　
今
後
は
、
習
得
し
た
知
識
を
十
分
に
生

か
し
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

     

　
開
校
式
を
終
え
て
、
ま
だ
緊
張
感
の
残

る
中
始
ま
っ
た
研
修
会
は
、
メ
モ
を
取
る

手
が
止
ま
ら
な
い
ほ
ど
中
身
が
濃
く
、
全

て
に
共
感
し
納
得
で
き
る
内
容
で
し
た
。 

　
秋
本
会
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
消

防
」
に
つ
い
て
、
消
防
団
が
ど
の
よ
う
に

活
動
し
て
行
く
べ
き
か
、
装
備
の
基
準
大

改
正
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
等
、
わ
か

り
や
す
く
、
そ
し
て
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
講
話
で
明
る
い
未
来
の

消
防
団
の
姿
が
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
長
谷
川
祐
子
先
生
の
「
危
険
を

乗
り
越
え
る
た
め
の
知
恵
を
教
え
る
」
火

災
教
育
、
心
理
学
で
も
あ
る
「
危
険
性
バ

イ
パ
ス
」
の
お
話
等
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
貴
重
な
内
容
に
は
驚
き
、
是
非
地
元
で

実
現
し
た
い
と
計
画
を
練
っ
て
い
る
最
中

で
す
。 

　
班
の
課
題
討
議
で
は
、
行
動
力
の
あ
る

他
県
の
仲
間
の
情
報
を
得
て
は
何
も
で
き

て
い
な
い
自
分
が
情
け
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
は
そ
の
悔
し
さ
が
バ
ネ
に
な
り
、

一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
今

回
の
成
果
を
出
す
べ
く
「
形
」
に
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
い
え
！
「
思
い
ま
す
」
で

は
な
く
「
形
」
に
し
ま
す
。   

由
利
本
荘
市
消
防
団 

班
長 

　
佐

藤

美

子
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部
情
報
ア
ラ
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ル
ト 
支
部
情
報
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秋
田
市
消
防
団
土
崎
北
分
団
で
は
、
三

月
一
五
日
土
崎
消
防
署
を
会
場
に
、
津
波

災
害
等
の
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
消
防

団
の
災
害
対
応
能
力
及
び
安
全
管
理
対
策

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。   

　
訓
練
で
使
用
し
た
車
両
及
び
資
機
材
は
、

総
務
省
消
防
庁
が
地
域
の
総
合
防
災
力
の

強
化
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
四
年
度
補

正
予
算
で
整
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
秋
田

市
が
そ
の
無
償
貸
与
先
の
一
つ
に
選
ば
れ

て
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
度
の
訓
練
は
、

無
償
貸
与
を
受
け
た
救
助
資
機
材
搭
載
型

車
両
及
び
消
防
団
拠
点
設
置
資
機
材
が
全

て
納
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
実
施
し
た
も
の

で
す
。 

　
訓
練
で
は
、
始
め
に
「
津
波
災
害
時
の

消
防
団
活
動
・
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
参
加
者
が
確
認
し
、
そ
の
後
、
分
団
員

を
三
班
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
破
壊
器
具
等

の
取
扱
い
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
訓
練
、

洪
水
時
等
の
溺
者
救
助
訓
練
を
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
し
、
最
後
に
洪
水
時
等
を
想
定
し

て
の
救
命
ボ
ー
ト
を
活
用
し
た
救
助
活
動
、

大
型
テ
ン
ト
へ
の
避
難
誘
導
等
の
総
合
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
、
総
合
訓
練

で
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
使
用
し
た
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

　
土
崎
北
分
団
が
管
轄
す
る
地
域
に
は
、

津
波
浸
水
予
想
地
域
も
含
ま
れ
て
お
り
、

訓
練
に
参
加
し
た
団
員
は
、
津
波
到
達
ま

で
の
短
い
活
動
可
能
時
間
の
中
で
、
い
か

に
有
効
な
活
動
を
展
開
す
る
か
、
皆
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
特
に
救
助
活

動
に
使
う
破
壊
器
具
取
扱
い
訓
練
で
は
、

大
き
な
声
を
出
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の

動
作
を
確
認
し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
エ
ン

ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
油
圧
救
助
器
具
を
操
作

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
角
材
、
ド
ラ
ム
缶
、
単

管
パ
イ
プ
を
実
際
に
切
断
し
て
い
ま
し
た
。 

　
訓
練
終
了
後
、
古
木
副
団
長
か
ら
講
評

を
い
た
だ
き
、津
波
災
害
時
の
活
動
要
領
を

確
認
し
た
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

〔
情
報
提
供
＝
秋
田
市
支
部
〕 

平
成
二
五
年
度

秋
田
県
消
防
功
労
者
表
彰
式

平
成
二
五
年
度

秋
田
県
消
防
功
労
者
表
彰
式

津
波
災
害
等
の 

大
規
模
災
害
時
を
想
定
し
た 

　
　
　
　
　
　
　
訓
練
の
実
施 

建　　物 

林　　野 

車　　輛 

そ の 他 

合　　計 

死 者 数 

負傷者数 

9 

0 

1 

－  3 

7 

6 

17

7  

0  

2  

－  2  

7  

3  

5

203 

34 

39 

70 

346 

22 

66

59 

0 

10 

6 

75 

10 

13

14 

0 

3 

2 

19 

4 

3

68 

0 

11 

3 

82 

16 

30

21 

0 

5 

0 

26 

7 

8

平成26年 平成25年 同期比較 

３月 累計 累計 ３月 年計 ３月 累計 

火災の発生状況 （速報値） 

（秋田県総合防災課調べ） 
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